







12．グルタミン酸ナトリウムは glucagon like peptide-1
の食後早期の分泌を促進し,食後血糖の上昇を抑制す
る
保坂 浩子，? 草野 元康，? 財 裕明?
下山 康之，? 川田 晃世，? 栗林 志行?




























coding regulatory anti-sense RNA




























ることが分かった. これらの結果から, R. palustrisは,
Quorum sensingの際,シグナル分子の増幅反応 (RpaIの
誘導 :Auto-regulation) と抑制 (asrpaRの誘導 :Nega-







































岩崎 篤史，? 牛江 千明，? 服部 光?
齋藤 貴之，? 半田 寛，? 村上 博和?
（１ 群馬大院・保・生体情報検査科学）
（２ 群馬大医・附属病院・血液内科）


























高橋遥一郎，? 佐野 利恵，? 中島たみ子?
























1,005名から DNAを採取し PCRを用いた DNA解析を
行った.【結 果】 プロモーターアッセイによりABO
遺伝子第 1イントロン内 (＋5.8kb site)に転写活性化領
域を見出した.その活性は赤血球系細胞特異的であった.
この結果に基づき Bm型及びABm型 112名について＋
5.8kb site周辺を PCR増幅し調べたところ, 111名にお
いて第 1イントロン内の＋5.8 kb siteを含む約 5.8 kbが
欠損していた.一方,通常の血液型 1,005名ではその欠損
は認められず, その欠損は Bm遺伝子特異的と推測され
た.【考 察】 以上の結果より,＋5.8kb siteが赤血球
系細胞においてABO式血液型遺伝子の組織特異的転写
制御においてエンハンサーとして機能し, Bm型はエン
ハンサー欠損による転写量の減少に基づく抗原合成量の
低下が原因であると考えられた.
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